
      新年明けましておめでとうございます。 

昨年は新型コロナウイルス感染症の影響で、進路学習において就業体験 

や就職ガイダンスの中止や大学入学試験に関する変更等で大変な１年でし 

た。年明けもコロナ感染症に対する不安が大きくなってきています。先が 

見通せない状況ですが、生徒の皆さんの進路選択の力となれるよう努力していきま 

すので、保護者のご協力をお願いします。 

さて、高等部３年の就職希望者に関しては、1年次から積み重ねてきた就業体験

のおかげで方向が見えつつあります。いかに１年生、２年生での体験が大事である

かを改めて感じています。令和３年度は、今年度以上に厳しい年となるという予想

があります。高等部３年生の様子を見ると、普段の生活態度や学習態度が就職に結

びつくことは明らかです。また、進学についても、日頃の学習の積み重ねが直結し

ています。「３年生になってから」では手遅れになってしまいます。どの学年であ

っても、日頃から進路についてじっくり話し合ってください。            

（進路指導主事） 

 

 

 

  

 

進路だより 第２号 

 

        

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     （高等部福祉サービス科全学年） 

１１月４日～１７日までに実施した就業体験について、各自が設定した目標を達成できたかどうか、 

成果と反省をまとめ報告しました。自分の目標や仕事の取り組み方を振り返ることによって、仕事に対 

する適性や現在の課題等を見付けるためです。実習で学んだことを今後の生活に生かしていきましょう。 

令和３年１月 
富山聴覚総合支援学校 
進 路 指 導 部 

「就労支援セミナー」9月 14日   対象：高等部２年生と保護者 主催：労働局 

 富山労働局では、就労を目指す高校生を対象に、就職までの流れや支援について情報を提供 

しています。本校で行われたセミナーの主な内容を紹介します。 

a障害者雇用の現状報告  

○県内の障害者雇用数が昨年度より１５５人増加し、実雇用率は２.０８％となった。 

○運搬・清掃・梱包の職業の採用が最も多く、事務的職業や生産工程の職業が次に多い。 

aハローワークの役割や相談機関の紹介  

○ハローワークでは、雇用サービス機関として、求人を紹介したり面接や履歴書の指導をし 

たりするなど、就職活動の相談や支援を行っている。 

 ○働きたいと思ったときから、就職した後まで、安心して生活して働くために必要な支援を

する機関がある。（障害者就業・生活支援センター、障害者職業センター、相談事業所） 

a就労・生活支援ワーカーより   

○働くために必要な５つのこと（生活習慣を整える・あいさつ・休日の過ごし方・お金の 

管理・相談する力）を学校生活の中で養っておく。 

a小林製薬チャレンジド株式会社 社長より   

○学生の間に「基本的な生活習慣」「人と協力する態度」「挨拶・返事・身の回りのマナー」

「当たり前のことをきちんとやる態度」を身に付けてほしい。 

○最も大切なのは、「働きたいという意欲」である。 

 就業体験報告会 １２月４日   



３学期の予定  １月１６日、１７日 大学入学共通テスト 

        １月２０日～２６日 就業体験（高等部２－２、３－２） 

            ２月２５日 一般入学試験（大学） 

            ３月 ９日 高等部（本科、専攻科）入学検査 

３月１６日 卒業式      

   ※２月、３月 就労移行支援連絡会（高等部３年対象） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

     ＜体験先からの評価＞ 

   

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

  

  毎年、社会に出て働いている卒業生を招いて話を聞いています。今年は２名の 

先輩が熱いメッセージをくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験先 （１、２年生） 仕事内容 体験先 （１、２年生） 仕事内容 

株式会社村田製作所 メール便の仕分け等 株式会社ホクタテ 事務補助 

特別養護老人ホームふなはし荘 介護補助（お茶出等） 就労継続支援A型オレンジワークス 事務補助 

京セラ株式会社入善工場 電子基盤の解体 東ソー・セラミックス株式会社 製品の検品 

株式会社大阪屋ショップ粟島店 野菜の袋入れ、品出し ケアセンター笑美寿（中島） 介護補助（お茶出等） 

就労継続支援A型事業所ほまれの家 施設の清掃、食器洗い 株式会社大阪屋ショップ城川原店 野菜の袋入れ 

株式会社スカイインテック 館内清掃（階段等） 校内実習 清掃、受注作業 

長山さんH23年度卒 

株式会社三協 

マテリアル社に勤務 

「私の体験談」 福祉サービス科卒業後、現在の会社に就職した。 

・ＹＫＫで働くことが夢だった。どうしても就職したいと思い、作業やコミュ 

ニケーション力を高めようと努力した。 

・入社後も技術を身に付けるため、フォークリフトやプレス機械の資格を取っ 

た。ノルマは厳しいが大きなやりがいがある。 

・人間関係を作る方法として、知識を増やし、話しをすることを心掛けている。 

 

 

○指示通りに、正確な作業ができた。   

○安全に気を付けて、きれいに仕上げた。 

○チームで働く上で自分の役割を理解し、 

協力してやり抜くことができた。 

○仕事を覚えようとする態度が良い。 

○挨拶や言葉遣いが丁寧だった。 

◇挨拶や返事の声が小さくて伝わらない。はきはき話して 
ほしい。 

◇もっと自発的、積極的に動き、自分から挨拶や質問をす 
るよう心掛けてほしい。 

◇指示を聞いていないためミスが出た。仕事に責任感をも 
ってほしい。 

◇集中力に欠ける。途中でおしゃべりしたり、手が止まっ 
たりした。 

◇報告・連絡・相談やメモをとる習慣を身に付けてほしい。   

「先輩に学ぶ」 １２月１６日 体育館  

「行動こそ得意なれ！」 筑波技術大学卒業後就職、転職を経験した。 

・進学するなら将来、そんな仕事をしたいのかよく考えて決める。いろい 

ろなことに積極的に挑戦しよう。 

・就職するなら、知識や技術を身に付けたい！という姿勢で働くこと。 

 素直に、積極的にコミュニケーションを図ることが大切。 

・自分にとっての宝物をたくさん持つこと。自分から考えて即行動する癖を 

身に付けよう。 

角井さん H27年度卒 

YKKAP株式会社に勤務 


